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令和６年度事業報告概要 

 

羽曳野市社会福祉協議会は、昭和 40年に社会福祉法人の認可を受けて、設立 60年を迎えました。様々な社会の変

遷とともに歴史を積み重ね、羽曳野市や各種団体の皆様と連携して市民の福祉向上の一翼を担ってまいりました。 

近年は、家族や地域社会の在り方が多様に変化したことで、少子・高齢化とともに地域においては孤立やひきこも

り、日常生活への支援が行き届かないために深刻な生活問題・困窮といった課題のある方々の存在が顕在化するよう

になりました。 

このような複雑化した支援ニーズに対応する体制構築のため、地域福祉活動では羽曳野市から委託を受け「重層的

支援体制整備事業移行準備事業」に取り組みました。重層コーディネーターを配置し、地域内の多機関と連携しなが

ら「属性を問わない相談支援」を目指し、相談者に寄り添い、地域住民の複合化したニーズに対応した支援を行いま

した。また、相談者と地域社会とのつながりをつくるための「参加支援」の場や居場所を整備する「地域づくりに向

けた支援」に取組みました。 

同じく同年に受託した「家計改善支援事業」においては、利用者の家計状況の根本的な課題を把握し、状況に応じ

た支援計画の作成、相談支援を行いました。 

高齢者見守りサポート事業は、令和 6 年度から開始した補助事業として、地域の福祉の向上を目的に、引きこもり

の防止とフレイルや認知症の予防など健康の維持・増進を図るため、高齢者の「見守り活動」や「居場所づくり」を

行なう事業です。14小学校区の民生委員児童委員協議会に、「茶話会」「戸別訪問」など各校区の実情に合わせて創意

工夫された事業に取り組んでいただきました。 

羽曳野市とともに、一体的に推進している令和 3 年度を初年度とする「第４期羽曳野市地域福祉計画」と「第４期

羽曳野市地域福祉活動計画」は、市と本会がそれぞれの役割を持ち、積極的に協力しながら地域福祉ネットワークの

充実をさらに進めました。 

コロナ特例貸付フォローアップ支援事業は新たな生活困窮に陥らないよう、借受人へのフォローアップ支援を行い、特

に連絡がつかない方々へは個別訪問も開始し、償還に関する柔軟な対応や付随する生活相談について、市民に寄り添いきめ

細かくサポートを実施いたしました。 

個別支援活動では、コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の行う総合福祉相談や生活困窮者自立支援相談をはじ

め、本会の保育園で行っているスマイルサポーター事業により、相談者が抱える個別の課題解決に向けて支援しまし

た。 

在宅福祉活動では、訪問介護事業、居宅介護支援事業において、サービス利用者の方々に安心し利用していただけ

るように徹底した感染予防対策を行い、「そこに大切なあなたがいる」の理念のもと、利用者やご家族に寄り添った介

護事業を行いました。 

募金活動等の推進では、令和 6 年に発生した能登半島地震・大雨、大船渡市林野火災の災害時義援金活動や海外救

援金活動、例年継続して行っております日本赤十字社の活動資金、共同募金、歳末たすけあい運動募金や献血推進事

業にも取り組み、多くの皆さまからご支援・ご協力をいただく事が出来ました。 

保育園事業では「あおぞら保育園」・「ベビーハウス社協」の２カ所の認可保育園を、安全で安心な保育園として運

営し、地域の子育て支援の拠点として、育児相談、園庭開放、緊急一時保育（ベビーハウス社協のみ）などを実施し、

地域の皆様から信頼され、親しまれる保育園運営を行いました。 

あおぞら保育園は令和7年4月1日より「幼保連携型認定こども園あおぞらこども園」に移行し教育・保育につい

て多様化する社会ニーズに対応し、地域において小学校就学前までの子どもに対する教育・保育並びに保護者に対す

る子育て支援の総合的な提供を推進します。 

当会の自主事業の貴重な活動財源となります「寄付金」や「地域福祉活動協力金」「組織構成会員会費」は、多くの

皆様からのあたたかいご理解とご協力をいただきました。さらに今年度におきましては、正職員を雇用して組織体制の

充実強化を行い、前年度に引き続き安定的な組織運営と基盤の強化を図る事が出来ました。 

 

以上のとおり各種受託事業をはじめ、自主事業においても、健全な運営を行う事が出来ました。 

 

次に、事業ごとの取り組み内容は別紙のとおりです。 
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令 和 6 年 度 事 業 報 告 

■ 役員会議 

 

・理事会 

開催年月日 開 催 場 所 審  議  事  項 出席者数 

令和6年6月7日 
羽曳野市役所 

別館２階研修室 

令和5年度事業報告について 

令和5年度収支決算について 

定款の一部変更(案)について 

理事候補者の選任（案）について 

１４人 

令和6年6月24日 
保健センター 

４階大会議室 
副会長の選出について １２人 

令和7年2月20日 
保健センター 

４階大会議室 

令和7年度事業計画及び予算（案）について 

理事候補者の選任（案）について 

役員等賠償責任保険契約の内容（案）について 

あおぞらこども園園長の選任（案）について 

１０人 

 

・評議員会 

開催年月日 開 催 場 所 審  議  事  項 出席者数 

令和6年6月24日 
保健センター 

４階大会議室 

令和5年度事業報告について 

令和5年度収支決算について 

定款の一部変更(案)について 

理事の選任（案）について 

２２人 

令和7年3月5日 
羽曳野市役所 

別館２階研修室 

令和7年度事業計画及び予算（案）について 

理事の選任（案）について 
 ２２人 

    
・監事監査 

開催年月日 開 催 場 所 審  議  事  項 出席者数 

令和6年5月23・24日 ベビーハウス社協 令和5年度監査 ２人 

 

・評議員選任・解任委員会 

開催年月日 開 催 場 所 審  議  事  項 出席者数 

令和6年6月 

（2回開催） 
書面開催 評議員の選任（案）について ５人 

令和6年7月 書面開催 評議員の選任（案）について ５人 

令和7年2月 書面開催 評議員の選任（案）について ５人 
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■ 社会福祉協議会設立60周年記念式典・あおぞらこども園開園式 

 

 昭和40年に社会福祉法人の認可を受け法人化60年を迎え記念式典を開催しました。また、令和７年4月1日

から、あおぞら保育園を「幼保連携型認定こども園あおぞらこども園」に移行するにあたり開園式を開催しまし

た。 

 

  日 時  令和7年3月22日（土）10時～ 

 場 所  羽曳野市役所 別館3階会議室 

 

■ 組織強化 
 

 自主財源となる福祉基金の積み上げと地域福祉活動協力金の拡大を図りました。 

 ・寄付金（令和７年３月３１日現在） 

 
     令和６年度 １，６３８，４９９円    
 

・地域福祉活動協力金 

地域福祉活動やボランティア活動の推進など市民参加・参画の中で福祉サービスを充実させるためにご協力 

をお願いしました。 

ご協力いただいた額の半額は、各校区福祉委員会の活動資金として配分させていただきました。 

 

３，８１１，１４７円 

 

・組織構成会員会費 

  より広く住民に開かれた組織としての基盤を整えるために市内の団体などを対象にご協力をお願いしました。 

 

２６３,０００円 

 

■ 社会福祉啓発活動 
 

 ・機関紙の発行等 

名  称 発行回数 発 行 月 等 備  考 

社協だより 年４回発行 ５月・８月・１０月・１月 市内全戸配布 

はびきのボランティアだより 年４回発行 ６月・９月・１２月・３月 

ボランティア登録者・登録グルー

プ、公共施設、市内教育機関、市

内福祉施設配布 

市広報はびきの 年１２回発行 毎月 市内全戸配布 

ホームページ    随時更新     http://www.hasyakyo.net/ 

介護保険事業連だより 年１回発行 不定期 

加盟事業所配布 
・ケアマネ部会 ・在宅部会 
・施設部会   ・地域密着部会 
・地域活動部会 
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■ 地域福祉活動 

 

・校区福祉委員会連絡会事業 

校区福祉委員会の役員に、小地域ネットワーク活動についての研修会を実施、校区福祉委員の指導・育成に 

努めました。 

 

開催日 内  容 場  所 

令和６年６月１４日（金） 
校区福祉委員会連絡会 

小地域ネットワーク活動の説明 
市役所別館３階会議室 

令和６年１１月１３日（水） 
校区福祉委員会連絡会 

「私の校区の“推し”活動」PARTⅡ 
保健センター４階会議室 

 

・校区担当による福祉委員会支援 

各小学校区に校区担当職員を配置し、福祉委員会の実施事業や会議等へ参加しました。 

地域の課題やニーズに応じた、事務的支援や相談を随時行い、福祉委員会活動の地域福祉推進に繋げました。 

 

・地域交流事業 

校区福祉委員会が、地域特性を活かしたふれあいの事業を実施することにより、地域内の交流を深めることが 

でき地域福祉の増進に寄与しました。 

    

校区名 

           各事業の実施箇所数       （単位：箇所） 

小地域 

ﾈｯﾄﾜｰｸ

※３ 

雅び 

※４ 
いきいきｻﾛﾝ 

（喫茶ｻﾛﾝ含む） 

ふれあい食事 

サービス 

地域ﾘﾊﾋﾞﾘ 

事業 

（百歳体操含む） 

世代間 

交流 

子育て支援 

こどもの居場所 

（ｻﾛﾝ）活動  

※１ 

 

その他 

※２ 

1 古 市 ７ ２ ５ ７ ２ ３ Ｈ11 Ｈ15 

2 高 鷲 北 ２ ２ ０ ０ ２ ２ Ｈ11 Ｈ14 

3 埴 生 ４ ７ １１ ４ ２ １ Ｈ13 Ｈ16 

4 埴 生 南 ６ ７ １０ ２ ３ ２ Ｈ12 Ｈ16 

5 羽曳が丘 ２ ０ ３ ３ １ ２ Ｈ10 Ｈ14 

6 丹 比 １ １ ０ ２ １ ２ Ｈ11 Ｈ16 

7 駒 ヶ 谷 ６ ６ ３ １ ２ ４ Ｈ14 Ｈ17 

8 古 市 南 １ １ ２ １ １ ２ Ｈ14 Ｈ15 

9 西 浦 ９ ７ ５ ２ １ ２ Ｈ13 Ｈ18 

10 西 浦 東 ２ １ ４ １ １ ０ Ｈ12 Ｈ24 

11 恵我之荘 ３ ２ ２ ４ １ ０ Ｈ12 Ｈ14 

12 白 鳥 ２ １ ３ ２ １ ４ Ｈ12 Ｈ15 

13 高 鷲 １ ６ ２ １ １ ０ Ｈ10 Ｈ14 

14 高 鷲 南 ６ １ ５ １ １ １ Ｈ10 Ｈ14 

合  計  ５２ ４４ ５５ ３１ ２０ ２５ ２２７ 

※１ 古市校区の子育て支援（サロン）活動については民協が実施 

 ※２ その他 

    各分類以外のもので、清掃活動や夜警、緑化活動などが入ります。 

※３ 小地域ネットワーク事業 
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  小学校区を単位として高齢者や障がい者（児）、子育て中の親子などが地域で孤立することなく安心し 

て生活できるよう、地域住民の参加と協力による支え合い、助け合いを推進する活動（設置年度） 

※４ ふれあいネット雅び 

小地域ネットワーク活動と専門職種・行政が協働し、高齢者等を地域で支えあい関係機関とのネットワ 

ークを構築し小地域ネットワーク活動の一層の発展、地域支援体制の拡充、セーフティーネットの確立 

を目指す活動（設置年度） 

 

・福祉教育の推進 

小・中学校及び高等学校の児童・生徒を対象に、ボランティア活動の実践を通じて社会福祉への理解と関心を 

高めることを目標とし、社会奉仕・社会連帯の精神を養うとともに、家庭及び地域社会の社会福祉活動に対す 

る啓発を図っています。 

 

日付 学校名・学年 派遣団体 内容 

令和６年９月１９日 羽曳が丘小学校 点訳サークルひまわり 点字を活用した名刺づくり 

令和７年２月６日 羽曳が丘小学校 
介護保険事業者連絡協議

会 
はじめての車いす体験 

 

・重層的支援体制整備事業移行準備事業 

年齢や障害、貧困などに関係なく、すべての人が地域で支え合い、共に生きる社会を目指す地域共生

社会を実現するために、重層的支援体制整備事業実施へ向けて令和６年度は重層的支援体制整備事業移

行準備事業を実施しました。 

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主

体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住

民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていきます。 

 

(1)会議の開催 

  ①担当者会議 

関係機関から提出された相談ケースの内容を精査し、多機関協働事業（重層的支援会議・支援会議）

として対応を検討するための会議等を開催した。 

 

②支援会議 

本人の同意がない場合でも、会議の構成員に対する守秘義務を設け、関係機関がそれぞれ把握して

いるものの、支援が届かない個々の事案の情報を共有し、支援の方向性を協議し、役割分担を明確化

する。また、地域における必要な支援体制の検討を円滑に進めるための会議を開催した。今年度につ

いては、要保護児童対策協議会における支援会議と生活困窮者自立支援事業支援会議として開催した。 

 

  (2) 重層的支援体制整備事業移行準備事業多機関協働事業における重層コーディネーター対応件数 

   

内 容 件 数（回数） 

相談（延べ） １９(回） 

相談（実人数） ７(人） 

担当者会議 １７回） 

受付申込 ３（人） 

支援会議 ４（回） 
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   (3) 多機関協働事業における連携強化を図るため各専門機関への啓発活動と連携 

   【連携会議】 

・重層実務者調整会議 ・ ブランチ会議 ・ CSW連絡会 ・ 福祉施設連絡会   

・要保護児童対策協議会 ・校区福祉委員会連絡会 ・ ふれあいネット雅び運営会議 

 

【連携機関】 

・生活福祉課 ・ 障害福祉課 ・ 地域包括支援課 ・ こども家庭支援課 

・健康増進課  

・中・西圏域地域包括支援センター 

・生活困窮者自立相談支援機関 

・学校教育課 ・ 中学校 ・ 府立高校 ・スクールソーシャルワーカー 

・高齢・障害等事業所 ・ 医療機関 ・ 大阪府ひきこもり地域支援センター 

・大阪府下市町村社会福祉協議会  

・民生委員児童委員 ・ 校区福祉委員会 ・ ボランティア団体 

 

【会議等への参加】   ３１回 

 

(4)重層的支援体制整備事業実施へ向けた研修会開催 

『～ふれあいネット雅びからつながる支援の輪～』 

日時・場所：令和6年10月24日（木）はびきのコロセアム サブアリーナ 

内   容：①ふれあいネット雅び概要説明 

②講演名『ふれあいネット雅びと重層的支援体制整備事業』 

ふくしと教育の実践研究所主宰新﨑国広氏 

③コラボレーションから生まれる多様な活動紹介（動画） 

④音楽ボランティアによる演奏 

⑤地域活動の報告 

参 加 者：１７５名 

 

・コミュニティソーシャルワーカー（CSW）事業 

 地域にお住まいの個人、家族から相談を受ける個別支援活動と、集団、組織を支援する地域支援活動とい 

う２本を柱に活動しています。個別支援活動から見えてきた課題を地域支援活動に活かし、また地域支援活動 

が個別支援活動に活かされるような循環システムを目指し取り組んでいます。 

 令和６年度からは、西エリアのＣＳＷが1名増員され、中エリア1名・西エリア２名・東エリア２名、計５ 

名のＣＳＷを配置されました。社会福祉協議会では、西エリアに1名・東エリアに２名、計３名を配置し、地域 

に密着した相談支援を実施しました。 

 

◎ＣＳＷ介入の必要性 

・制度の利用は可能であるが、本人が支援を拒否される場合、ゆるやかな見守り体制を構築していく必要のある

事例。 

・家族の中で複合的な課題を抱えている場合、障害・高齢・児童それぞれの制度につないでいく必要のある事例。 

・民生児童委員が地域で発見し把握された相談の中で、専門職支援が必要のある事例。 

・なんらかの理由で家から外出することができなくなった「ひきこもり」と呼ばれる方々が、社会参加するため

の支援。 

 

◎ＣＳＷ介入の成果 

・複合的な生活課題を抱えられている方からの相談をワンストップで受け、関係機関につなげ、スムーズな支援

につなげることができる。 

 



 7 

◎最近多くなっている相談 

・「家族の問題」としてずっと潜在化しており、問題が顕在化した時には、生活が立ち行かなくなってしまって

いる事例（５０代ひきこもりの子・８０代高齢親） 

・養育困難、ゴミ屋敷等、犬・猫・イタチ等の小動物の問題 

・子育て不安、介護負担など「ちょっとした相談」をする人がいなくて、抱え込んでいる事例  

・地域の１００歳体操やカフェなどの行き場所がないという高齢者からの相談、ご近所トラブルなど 

① 地域支援活動                                     （単位:回） 

 東部(古

市南・西

浦東・駒

ヶ谷) 

東部(古

市・白

鳥・西

浦) 

西部(高

鷲・恵我

之荘) 

合計 

第４期羽曳野市地域福祉計画の推進、第４期地域福祉活動計画の策定 

他機関との協働 

第４期地域福祉計画推進委員会、ふれあいネット雅び運営会議、羽曳野

市地域福祉ネットワーク交流会、教育福祉連絡会、羽曳野市地域自立支

援推進会議、要保護児童対策協議会、市ＣＳＷ連絡会、福祉施設連絡会、

中河内・南河内ＣＳＷブロック会議、重層的支援体制整備事業関係会議、

エリア・ブランチ会議、大阪しあわせネットワーク・スマイルサポータ

ー連絡会・ひきこもり支援連絡会・校長会・街歩きイベント・就労準備

事業・サポステ・南河内プラッツ・生活困窮地域ネットワーク会議・地

域福祉コーディネータースキルアップ研修・ＳＳＷ連絡会・キャラバン

メイト等各連絡会・あさがお教室・勉強会・IBU特別講義、介護予防強

化推進事業戦略会議、発達障害者地域支援力向上会議 

４５ ５５  ５６ １５６ 

住民懇談会の開催 

校区懇談会・子育てサロン、会食会、ふれあいネット雅び地域福祉推進

チーム会議・小地域ネットワーク会議・校区福祉委員会連絡会 

１５ １６ １２ ４３ 

要援護者の組織化支援 

介護者家族の会・高次脳機能障がい当事者の会、家族の会の取組み支援 

社協WEST（就労準備・ひきこもり支援）・EAST企画会議 

２ ２  １４ １８ 

地域住民などを対象とする研修会の開催 

ふれあいネット雅び地域福祉推進チーム勉強会認知症サポーター養成

講座等、ふれあいネット雅びからつながる支援の輪、高鷲健康講座、高

鷲・高鷲南校区福祉委員会合同研修会、高鷲南校区防災講演会 

１ １ ５ ７ 

災害時要援護者支援ネットワーク構築事業 

羽曳野市災害時要援護者支援プラン説明会の実施 

災害時要援護者を支える地域づくり 

４ １ ２ ７ 

地域拠点へのアウトリーチ（出張相談） 

ふれあい喫茶「あいあい」、巡回型ふれあい喫茶「すずらん」、各ふれあ

いまつり、コミュニティひろば、軽里食事会・軽里茶話会、喫茶なごみ、

翠鳥園北ほっとタイム、翠鳥園北輪投げ、西浦いきいきサロン、カフェ

さんさん、喫茶ひだまり、１００歳体操、ふるなん輪投げ教室、駒ヶ谷

サロン、壺井町会サロン、大黒いきいきサロン、飛鳥サロン、喫茶サロ

ン「いしかわ」等への訪問相談・移動販売車停留所での相談受付、民生

委員定例会、校区福祉委員会会議、健康教室、子育てサロン、フードパ

ントリー、区長会、子ども食堂、古市府営すこやか会、高齢者見守りサ

ポート事業、ほのぼのクラブ、西向野クールオアシス、高鷲ふれあいフ

ェスティバル、恵我之荘もちつき大会、ミートプラザ高鷲アンケート、

恵我之荘ぜんざい祭り、JA高鷲朝市 

６９ ５１ ４４ １６４ 
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① 個別支援活動                                      （単位：件） 

相談内容別 

東部(古市

南・西浦東・

駒ヶ谷) 

東部(古市・白

鳥・西浦) 

西部(高鷲・恵

我之荘) 
合計 

件数 件数 件数 件数 

福祉制度・サービスに関する相談 １１０ ５７ ９１ ２５８ 

生活に関する身近な相談 ８９ ６１ ７０ ２２０ 

健康・医療に関する相談 ３８ ５４ ３１ １２３ 

生活費に関する相談 ３０ １４ １２ ５６ 

就労に関する相談 １４ ４ ３ ２１ 

多重債務に関する相談 ６ １ ０ ７ 

消費者被害に関する相談 ０ ０ ０ ０ 

財産管理・権利擁護に関する相談 ０ ５ ３ ８ 

住宅に関する相談 １７ ８ ６ ３１ 

子育て世帯に関する相談 ７ ２ ８ １７ 

DV･虐待に関する相談 ０ ５ １ ６ 

地域福祉・ボランティア活動に関する相談  ２３ ９ ２２ ５４ 

災害時要援護者に関する相談 ３４ ４ １４ ５２ 

ひきこもり １８ ９ ７ ３４ 

フードバンク ４ ０  １ ５ 

その他 ２２ ０ ７ ２９ 

 合  計 ３６０ ２３３ ２７６ ８６９ 

 

（単位：件） 

相談対象者別 
東部(古市南・西

浦東・駒ヶ谷) 

東部(古市・白

鳥・西浦) 

西部(高鷲・恵我

之荘) 
合  計 

件数 件数 件数 件数 

高齢者 ６４ ３９ ４５ １４８ 

障がい者 １３ ７ ３２ ５２ 

子育て中の親子 １１ ６ ５ ４ 

一人親家庭の親子 １ ２        １ ４ 

青少年 ０ ０ ０ ０ 

ＤＶ被害者 ４ １ １ ６ 

生活困窮者 ４ ４ ６ １４ 

ひきこもり １１ ５ ６ ２２ 

ボランティア ０ ０ ３ ３ 

ヤングケアラー ０ ０ ０ ０ 

外国籍 １ １ ０ ２ 

その他（一般） ５２ ４７ １７ １１６ 

合  計 １６１ １１２ １１６ ３８９ 

  ※一度に複数の相談事項があるため、合計とは一致しません。 
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・高齢者見守りサポート事業 

小学校区ごとの民生委員児童委員協議会が主催し、校区内の高齢者を対象にした「見守り活動」や「居場所づくり」

を行うことにより、外出の機会を増やし、ひきこもりの防止とフレイルや認知症の予防など健康の維持・増進に寄与す

ることを目的とした事業を令和6年度より開始しました。校区ごとの特色により、“茶話会”“配食”“弁当持ち帰り”“会

食会”“個別訪問”などの様々な形態で実施しています。 

 

校  区 事業形態 回数 参加人数 

古市 茶話会 8 479 

古市南 茶話会 3 184 

白鳥 茶話会・友愛訪問 4 323 

駒ヶ谷 配食 3 154 

西浦 配食 3 186 

西浦東 弁当持ち帰り 3 160 

埴生 弁当持ち帰り 3 242 

埴生南 弁当持ち帰り・個別訪問 2 377 

羽曳が丘 弁当持ち帰り・個別訪問 3 1,254 

丹比 弁当持ち帰り 2 152 

高鷲 弁当持ち帰り 3 142 

高鷲北 会食会 4 158 

高鷲南 弁当持ち帰り 3 160 

恵我之荘 弁当持ち帰り 3 147 

  計47回開催 延べ参加人数 4,118人 

  ※個別訪問活動を開始された校区があるため、延べ参加人数が増加しています。 

 

・避難行動要支援者支援ネットワーク構築事業 

 災害の際に何らかの理由で逃げ遅れる危険性が高い方が、制度へ登録申込みをして、校区福祉委員会や町会・ 

民生委員児童委員など支援してくれる団体にあらかじめ状況を把握しておいてもらうことで、災害時の被害を少 

しでも少なくしようという制度です。平常時からの地域の見守り、支えあいの輪がいっそう広がりました。 

 避難行動要支援者 

①身体障がい者手帳（１級、２級）の交付を受けている方、視覚障害の方聴覚障害の方 

②療育手帳（療育Ａ）の交付を受けている方 

③精神障がい者保健福祉手帳（１級）の交付を受けている方 

④障がい者手帳をお持ちでお一人暮らしの方 

⑤要介護度３以上の方 

⑥６５歳以上のお一人暮らし、７５才以上のみの世帯 

⑦昼間のみ⑥の状態になる方 

⑧特定疾患、小児慢性特定疾患医療助成認定を受けている難病患者の方 

⑨その他災害時の避難に支援が必要な方 

校区ごとの対象人数（同意あり）                            （単位：人） 

古 市 高鷲北 埴 生 埴生南 羽曳が丘 丹 比 駒ヶ谷 古市南 

３３８ １５７ ２９５ ３７６ ３５４ ３６５ ７５ ４０３ 

 

西 浦 西浦東 恵我之荘 白 鳥 高 鷲 高鷲南 合  計 

２４２ １１６ １７５ １３４ ２８９ ２９９ ３,６１８ 
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・子育て支援・サロン活動事業 

   校区福祉委員会による小地域ネットワーク活動が展開され、民生委員を中心に地域での子育て支援として 

「子育てサロン」活動が全校区で行われています。 

   核家族化による孤立予防や、子育ての不安や悩みを一人で抱え込まないよう、子育て世代をサポートするこ 

とを目的として各校区福祉委員会や民生委員児童委員協議会で、それぞれ独自のふれあいの場を提供しています。 

  

校区ごとの参加人数は下記のとおり。    

                                         （単位：人） 

たかなん ふるいち はになん はにふ たかわし たかきた えがのしょう いしかわ 

１５０ ２３４ ２３８ ７２ １３２ １９３ １０４ ７８ 

 

はくちょう ふるなん はびきがおか にしうら たんぴ こまがたに 合 計 

１７１ ９９ ２００ １７８ ２７ ５７ １,９３３ 

 

 

■ 生活支援活動 

 

・生活困窮者自立支援事業 

だれもが生活困窮に陥るかもしれない恐れがある社会の中、生活困窮のさまざまな原因に対し、専門の支援員が相

談に応じ支援計画を策定し、その方にあった自立に向けて支援を行います。 

                         （単位：件） 

相談受付 件数 

新規相談受付件数（本人同意なしを含む） ２６４ 

新規相談申込件数（本人同意ありのみ） １３７ 

支援決定・作成プラン件数(再プランを含む） ３６ 

 

相談内容別 件数 

病気や健康、障害のこと ５０ 

住まいについて ２２  

収入・生活費のこと １０６  

家賃やローンの支払いのこと ５２  

税金や公共料金の支払いについて ２５  

債務について ４６ 

仕事探し、就職について ４０  

仕事上の不安やトラブル １１  

地域との関係について ２  

家族関係・人間関係 １８  

子育てのこと １２  

介護のこと ７  

ひきこもり・不登校 ４ 
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ＤＶ・虐待 ２  

食べるものがない ９  

その他 １２  

※一度に複数の相談事項があるため、受付件数等とは一致しません。 

 

住居確保給付金申請内訳                                     （単位：件） 

 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

離職 １ １    １ １     １ ５ 

減収              

合計 １ １    １ １     １ ５ 

 

・福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業） 

大阪府社会福祉協議会権利擁護推進室からの委託事業で、認知症や知的障がい、精神障がいなどにより

毎日の暮らしに必要なことの判断や意思表示を自分自身で適切に行うのが困難な方を対象に、生活支援や

金銭管理などをお手伝いする事業です。令和５年度は新型コロナウイルス感染予防対策を講じながら対面

のやり取りを続けました。 

 

相談者 
一般相談 

件  数 

サービス提供の

ための活動件数 

新規契約 

件  数 
解約件数 

年 度 末 

実利用者数 

認知症高齢者 １６５件  ３０７件  ５件      １件  ９人  

知的障がい者 １２５件  ４０１件  １件     ０件  １４人  

精神障がい者 ６０７件 １,７８４件  ２件  ４件  ２６人  

その他 １７件  ０件  ０件  ０件  ０人  

合計 ９１４件  ２,４９２件  ８件    ５件  ４９人  

専門員・生活支援員参加の研修会等 

    大阪府社会福祉協議会主催の各種会議・研修会に参加 

 

・生活福祉資金貸付事業 

低所得世帯の生活の安定ならびに高齢者・身体障がい者の属する世帯の在宅福祉の向上を図るため生活福祉 

資金貸付事業を実施し、自立更生に寄与しました。 

【貸付状況】                                    

区  分 電話相談 窓口相談 貸付決定件数 貸付決定額 

福祉資金 ４８件 ８６件 ３６件 ３,６２７千円 

教育支援資金 ３４件 ４６件 ２５件 １８,３３９千円 

総合支援資金 ４件 ２件 ０件 ０千円 

不動産担保型生活資金 

（要保護含む） 
１件 ６件 ０件 ０千円 

緊急小口資金 ２５件 ４４件 １２件 １,１１７千円 

臨時特例つなぎ資金 ０件 ０件 ０件 ０円 
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■ ボランティア活動の促進 

 

・ボランティア活動の振興 

・ボランティアセンターの運営 

ボランティアグループの活動活性化を図るため、ボランティアセンターの効率的な管理・運営に努め 

ました。 

 ボランティアセンター利用日数     ３０８日 

・ボランティア保険の加入 

安心してボランティア活動ができるようボランティア保険への加入を促進し、ボランティア活動の振興 

に努めました。 

 

 活動保険 行事保険 非営利・有償 全社協送迎 合計 

団体数 １００件 ２５８件 ４件 ２件 ３６４件 

人数 １,４５８人 ２１,１７４人   １５人 ７７４人 ２６,４２１人 

  

・需給調整事業 

     ボランティア活動に対する需要と供給のバランスを調整し、ボランティア活動の裾野を広げ市民のボ 

ランティア活動に対する認識と理解を深めることに努めました。 

                                            （単位：件） 

個人 団体 福祉施設 行政機関 その他 合計 

５５ ３１ ２１ １０ １９ １３６ 

 

・ボランティア育成事業内容 

 地域住民のボランティアに対する意識を高め、地域福祉への参画を促しています。 

 

講座名 日程・場所 内   容 

ボランティア・市民活動 

わくわく講座 

折り紙ボランティア養成講座 

令和６年５月２２日・５月

２８日・６月５日 

エコプラザはにふ・市役所

A棟西会議室・高年生 

きがいサロン３号館 

自分の特技を活かして福祉ボランティアができる

ことを知ってもらい、ボランティア活動の啓発を目

的として実施した。折り紙ボランティアは男女問わ

ず誰でも気軽に参加できる内容になっており、男性

ボランティア発掘もねらい実施した。 

精神保健福祉ボランティア 

養成講座 

令和６年６月６日・６月１

３日・６月２０日・６ 

月２７日 

市役所別館２階研修室・ 

丹比荘病院 

こころの病を持つ方が増加傾向にある現代、すべて

の人が安心して暮らせる地域を一緒に作るために、

精神障害について正しい知識を得ることで偏見や差

別をなくすことを目的に開催した。 

ボランティア・市民活動 

わくわく講座 

絵手紙ボランティア養成講座 

令和６年６月７日・６月 

１４日・６月１９日 

市役所別館２階研修室・ 

エコプラザはにふ・古市 

ひまわり園 

絵手紙の制作を通したボランティア活動の啓発を目

的として実施した。絵手紙ボランティアは男女問わ

ず誰でも気軽に参加できる内容になっており、男性

ボランティア発掘もねらい実施した。 
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ボランティア体験プログラム 

令和６年７月１日～９月３

０日 

あおぞら保育園・デイサー

ビスエンジョイ・あそか西

松庵・小規模多機能型居宅

介護びはーら西松庵・花あ

かり・羽曳野市社会福祉協

議会ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀ ・ー羽曳野市

高年生きがいサロン３号

館・特別養護老人ホーム 

大阪府社会福祉協議会との共催事業として毎年開催

されているプログラム。子どもから社会人、高齢者

などにボランティア活動参加の機会を提供してい

る。特にボランティア活動を体験したいけれど忙し

い学生が夏休みの期間を利用してボランティア体験

をする機会となっており、ボランティア団体や施設

などに受入れを依頼し、実施した。 

音訳ボランティア養成講座 

令和６年７月１０日・７月

２４日・８月７日・８月２

８日・９月１１日・９月１

８日・９月２５日 

市役所A棟東会議室・市役

所A棟西会議室・市役所別

館３階会議室 

読むことに不自由を感じている方に声による情報

を届けるボランティア活動の啓発を目的とする。ま

た、一緒に活動するボランティアを養成するために

開催した。 

小学生ボランティアスクール 
令和６年７月３０日 

別館２階研修室 

小学生ひとりひとりがボランティア体験を通して人

を思いやる気持ちの大切さである「福祉の心」を育

て、ボランティア活動のきっかけを提供することを

目的に開催した。 

傾聴ボランティア養成講座 

令和６年８月１日・８月２

日・８月２０日 

市役所別館２階研修室 

グループホーム 

みやび 

施設や在宅の高齢者の方にゆっくり寄り添ってお話

を聴き、気持ちを受け止める傾聴ボランティアを養

成するために開催した。 

ボランティア・市民活動 

わくわく講座 

歌声ボランティア養成講座 

令和６年９月２６日・１０

月３日・１０月９日 

エコプラザはにふ・アンジ

ュ 

昔の歌を歌い利用者に寄り添うことを通したボラ

ンティア活動者を増やす目的で実施。男女問わず歌

うことが好きな人は誰でも参加できる内容になっ

ており、男性の活動参加もねらい実施した。 

災害ボランティア養成講座 
令和７年２月２３日 

別館２階研修室 

災害ボランティアの基本について学びを深め、災害

ボランティアセンター運営シミュレーションを行

った。羽曳野市で災害が起きた際に活躍していただ

ける災害ボランティアの育成を目的に実施した。 

朗読ボランティア 

河南ブロック代表者会議 

令和７年３月６日 

柏原市社協 

各市町村の交流・情報交換のため毎年開催しており、

例年幹事市へ出向いて録音技術や朗読スキルアッ

プ、会員募集、リスナーの拡大などテーマを決めて、

現状報告・情報交換などの交流を行った。 
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・ボランティア連絡会の育成・支援 

   ボランティア連絡会との連携を強化しながら、地域住民、若年層からのボランティアに関する理解と 

関心を高めるため、組織的なボランティア活動の振興に努めました。 

 

ボランティア連絡会総会 令和６年５月３１日 市役所別館３階会議室 

定例幹事会 毎月第２水曜日 

その他主な活動 

 大阪府市町村社協ボランティア連絡会総会  

大阪府市町村ボランティア連絡会テーマ別研修会 

 河南ブロック交流会 

大阪府市町村ボランティア連絡会代表者会議 

大阪府市町村ボランティア研修交流会 

市民体育祭 

 市民会館夏祭りブース出展 

 小学生ボランティアスクール 

会員研修 

市民マラソン大会 

市民活動フェスタ２０２４ 

第１回大阪府市町村ボランティア連絡会役員会 

第２回大阪府市町村ボランティア連絡会役員会 

第３回大阪府市町村ボランティア連絡会役員会 

第４回大阪府市町村ボランティア連絡会役員会 

第５回大阪府市町村ボランティア連絡会役員会  

 

令和６年５月１７日 大阪府社会福祉会館 

令和６年１２月２３日 大阪府社会福祉会館 

令和６年１０月９日 藤井寺市立市民総合会館 

令和６年２月１４日 大阪府社会福祉会館 

令和７年２月１４日 大阪府社会福祉会館 

令和６年６月９日 悪天候のため中止  

令和６年７月２１日 羽曳野市市民会館 

令和６年７月３０日 羽曳野市役所別館２階 

令和６年１０月３１日 神戸市人と防災未来センター他 

令和６年１２月８日 石川スポーツ公園 

令和６年３月１７日 エコプラザはにふ 

令和６年５月１７日 大阪府社会福祉会館 

令和６年７月２４日 大阪社会福祉指導センター 

令和６年９月２０日 大阪社会福祉指導センター 

令和６年１１月１８日 大阪社会福祉指導センター 

令和７年１月２７日 大阪社会福祉指導センター 
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・災害ボランティアセンター事業 

     地域住民の災害ボランティアに対する意識を高めるために災害ボランティア養成講座や情報交換会を企画し、 

災害ボランティアへの参画を促しています。 

昨年度に引き続き、災害ボランティアセンター設置時に使用する備品を整備しました。 

 災害ボランティアセンター設置時に協力できる体制作りに向けて、羽曳野防災・災害ボランティアチーム「ブラ 

ンバード」と連携し、講座を実施しました。 

     令和６年６月２０日～２１日、河南ブロック社協と協力しボランティアワゴンを実施。職員３名を石川県七尾市 

へ災害ボランティアとして派遣しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽曳野防災・災害ボランティ

アチーム「ブランバード」 

勉強会（定例会） 

毎月第４金曜日 

災害ボランティアセンターが設置される際に社協とともに運営に

携わるための知識や技術を得るために設立された「ブランバード」

の定例会に参加し、平時から情報交換やブランバードとの共催で

災害ボランティアに関する講座を企画・実施した。 

３市合同災害ボランティア

担当者会議・連絡会議 

令和６年 

５月１０日 

７月１１日 

８月５日 

９月６日 

１０月４日 

１１月８日 

令和７年 

１月１０日 

２月７日 

柏原市・羽曳野市・藤井寺市の３社協合同で災害ボランティアセ

ンターについての情報交換を行い、災害ボランティアセンターの

運営体験プログラムの企画について話し合った。令和６年度は柏

原市が幹事市となり議事進行や意見のとりまとめを行った。 

３市合同災害ボランティア

養成講座 

令和６年 

１０月２９日 

 

柏原市立健康福祉センターオアシスで３市合同災害ボランティア

養成講座を実施した。近年の動向についての説明や被災地への派

遣活動報告の後、柏原市災害ボランティアグループによる防災教

室が行われた。３市で登録しているボランティアグループ参加に

より実施した。 

三市合同総合防災フェア 
令和６年 

１１月１０日 

３市合同で災害に関するブース（災害ボランティアセンターの啓

発・災害簡易グッズの作成体験コーナー）を出展し、災害ボラン

ティアに関する情報を発信した。 

災害ボランティアコーディ

ネーター研修会 

令和７年 

２月１２日 

「災害ボランティアコーディネーターの役割と災害支援に必要な

視点」をテーマとして災害時、被災者に寄り添いながら支援でき

る人材の育成と社会福祉協議会の災害支援体制の構築、充実を目

指して大阪府社協主催により開催されている研修会に参加した。 

大阪府災害ボランティアセ

ンター運営シミュレーショ

ン 

令和７年 

２月５日 

大阪府内のブロックごとに、ＺＯＯＭを使用して会場をつなぎ、

ＩＣＴを使用しての被災状況把握や支援の見積もりの作成や確認

を行った。 
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・きらきらシニアプロジェクト介護支援サポーター事業 

 このプロジェクトは羽曳野市社会福祉協議会が羽曳野市から委託を受けて平成２７年７月１日から始まった介護予防 

事業のひとつです。 

市内の介護保険施設などで介護支援サポーター活動（ボランティア）を行うことに対してポイントを付与し、たまっ 

たポイントを換金できる「介護支援ボランティアポイント制度」です。高齢者の方が介護支援サポーター活動を通して 

社会参加、地域貢献をすることで、ご自身がより元気にいきいき生活することを目的としています。 

 

○きらプロ講習会内容 

活動の開始前に講習会を開催 

きらきらシニアプロジェクト 

はじめて講座 

（場所：市役所別館２階研修室） 

６回開催 

計３７人参加 

令和６年５月３０日・７月２５日・９月１３日・ 

１０月１１日・１１月１２日・令和７年１月２８日 

※サポーター登録申請後、はじめて講座を受講していただくことが活動の前提となります。 

 

○サポーター（ボランティア）登録者数 ４０６人  

 

○市が指定した市内の介護保険施設などにおける介護支援サポーター活動を対象としている。 

介護支援サポーター活動の再開を目的にサポーター受入登録施設の受入状況や依頼したい活動内容をまとめた

資料を作成。サポーター活動の拡大に向けて周知活動を行った。 

 

○サポーター受入登録施設 ６９施設 

 きらきらシニアプロジェクト介護支援サポーター事業にご賛同いただいた高齢者施設を登録している。 

 活動先を増やす為、サポーター受入未登録の施設にアプローチして登録施設を増やした。 

○スキルアップ講習会 

きらきらシニアプロジェクト介護支援サポーターが普段の活動の際に必要なスキルを身につけ、自身の介護予

防に役立てながらサポーター活動を充実させることができた。 

令和６年９月１０日開催 参加者数３８人 

 

 

■ 実習生受入 

 

 社会福祉士国家試験受験資格の取得対象等の実習生の受入を行い、様々な社会福祉活動の実習を通じ、社会福祉 

関係者の人材育成を図りました。 

・看護学部生活支援実習 

大学名 人数 実習期間 実習時間 

大阪公立大学 4人 令和6年5月7日～5月10日のうち2日間 2日 

大阪公立大学 5人 令和6年5月13日～5月17日のうち2日間 2日 

 

・社会福祉援助技術実習 

大学名 人数 実習期間 実習時間 

四天王寺大学 1人 令和6年6月3日～7月3日 25日間 

四天王寺大学 2人 令和6年11月11日～11月24日  9日間 
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・社会福祉相談援助演習特別授業 

大学名 人数 内 容 場 所 派遣人数 

四天王寺大学 ３６人 羽曳野市社会福祉協議会の事業と役割 四天王寺大学 2名 

 

 

■ 在宅福祉活動 

 

  ・居宅介護支援事業 

    要介護者等からの相談に応じ、居宅サービス又は施設サービスを適切に利用できるよう、サービスの種類、 

内容等の計画を作成するとともに、サービスの提供が確保されるようサービス事業者、介護保険施設との連 

絡調整等を行いました。 

  

・新規介護相談件数 ・・・１３０件 

 

・要介護認定利用者〔年度末現在の居宅介護支援者数〕             (単位：人) 

  要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

利用者数 ２４ ３３ １１ ５ ４ ７７ 

内６年度新規 ６ ３ ２ ３ ０ １４ 

 

・要支援認定利用者〔年度末現在の居宅介護支援者数〕        (単位：人) 

 

 

 

 

 

 

 

・羽曳野市要介護認定訪問調査委託事業 

    羽曳野市より依頼を受け、要介護認定の訪問調査を行いました。 

     （調査件数）      ５７件   （生活保護法介護扶助） １件 

      

・ホームヘルプサービス事業 

    高齢または身体上の障がいのため、日常生活を営むのに支障がある高齢者世帯、または身体障がい者世帯に 

対してホームヘルパーを派遣し、在宅福祉の向上に努めました。 

  

ホームヘルプサービス利用状況（年度末現在利用者数）  （単位：人） 

 利用者数 事業対象者 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 障がい 総合計 

介
護
保
険 

総合事業 ０ １０ ５       ２１ 

訪問介護    ７ ５ ２ ２ １  １７ 

障
が
い 

居宅介護         １３ １３ 

重度訪問介護         ０ ０ 

合計 ０ １０ ５ ７ ５ ２ ２ １ １３ ４５ 

  要支援１ 要支援２ 事業対象者 計 

利用者数 １５ １６ ２ ３３ 

内６年度新規 ６ ５ １ １２ 
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・福祉（介護）機器の貸出・斡旋 

  介護家族の負担軽減を図るため車イスの貸出を実施するとともに、各種介護用品の斡旋を実施しました。 

【車イスの貸出】 

月別利用状況            （単位：件） 

利用月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

貸出件数 ２８ ２６ ３７ ２７ ２２ ２８ ３２ ２３ ２０ ３４ ３２ ３２ ３４１ 

  

【斡旋】 

   紙オムツ・トレーニングパンツ・肌着（寝巻）・ポータブル便器等介護者のニーズの高い介護用品について、 

随時斡旋を実施しました。 

 

・羽曳野市介護保険事業者連絡協議会との連携 

 

総会 

令和６年６月２０日（木） 

対面及びZOOMでの開催 

令和５年度事業報告及び令和６年度事業計画について提案 

地域活動部会発足について提案 

総会特別講演 

令和６年６月２０日（木）   

『令和６年度報酬改定についての質疑応答』 

羽曳野市保健福祉部 福祉指導監査課より 

各部会 
居宅部会 ６回 在宅部会 ５回 施設部会 ４回 地域密着

部会 ６回 小規模多機能部会 ４回 

法人案内ホームページでの活用 通所早見表の作成及び更新 

その他 

若年性認知症「ケアニン」上演会や、医療と介護の連携研修会、フードパントリーへの協力等 

 

・地域と福祉サービスをつなぐネットワーク会議（福祉施設連絡会） 

 

総会 

令和６年５月２２日（水）１５時～１６時３０分 

羽曳野市保健センター ４階大会議室 

〇研修会  

・「羽曳野市福祉指導監査課よりお知らせ」羽曳野市福祉指導監査課 

・「保険証の廃止とマイナ保険証の利用について」 

羽曳野市社会福祉協議会 事務局長 舟本 美果 

研修会 

令和７年３月３日（月）１３時３０分～１５時３０分 

羽曳野市保健センター ４階大会議室 

・「市町村域しあわせネットワーク活動支援 モデル事業報告会」 

オンデマンド研修 

・意見交換会 

役員会 
令和６年９月１９日、１１月１５日 

令和７年１月１６日、３月１３日 

法人案内ホームページでの活用 ホームページを活用した法人紹介  
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行政との連携及び要望 

〇羽曳野市福祉指導監査課 研修を通じて情報提供（５月２２日） 

〇羽曳野市保健福祉政策課 重層的支援体制整備事業について情報共有

（１１月１５日） 

〇羽曳野市都市魅力部経済労働課 就労トライアルについて協力依頼を

受ける（１１月１５日） 

その他 

〇保育と福祉のお仕事 マッチングフェアに参加 

令和６年７月２１日（日）１０時～１６時 

LICはびきの３階 視聴覚室・多目的スタジオ・小会議室 

〇地域貢献委員会（施設連絡会）代表者会議 事務局として出席 

令和６年９月１１日（水）１３時３０分～１６時 

たかつガーデン アジサイ 

・行政報告「地域共生社会の実現に向けて地域福祉の推進」 

・実践報告「四条畷市地域貢献委員会の取り組みと今後の発展について」 

・大阪しあわせネットワーク充実強化検討チーム 検討報告について 

・グループワーク 

〇第１回羽曳野市地域福祉専門職ネットワーク交流会の参加 

令和６年９月１２日（木）１４時～１６時 

羽曳野市保健センター ４階大会議室 

・「複合多問題の事例」についてグループワーク 

・名刺交換も含めた交流 

〇第２回羽曳野市地域福祉専門職ネットワーク交流会の参加 

令和７年２月１９日（水）１４時～１６時 

陵南の森公民館 ２階研修室 

・講演「ふれあいネット雅びと重層的支援体制整備事業～誰ひとり取り

残さない社会を創るために～」 

・グループワーク 

〇第４期羽曳野市地域福祉計画・地域福祉活動計画の推進員として出席 

令和７年１月３１日（金）１４時～１６時 

羽曳野市役所別館 ３階会議室 

 

・介護者家族の会の育成と支援 

 介護者家族の会との連携強化を図るため、定例の役員会に担当者が参加するなど関係を密にし、積極的に育成・支援を

行っています。 

 

日時 事業内容 場所 参加者 

5月16日（火） 役員会 ボランティアセンター 5名 

6月29日（水） 総会 
羽曳野市役所 

別館3階会議室 
12人 

7月18日（火） つどい（茶話会） 
西部事務所 

あいあいハウス 
11人 

7月18日（火） 役員会 
西部事務所 

あいあいハウス 
2人 

9月14日（木） つどい（茶話会） ボランティアセンター 9人 

9月14日（木） 役員会 ボランティアセンター 5人 

 11月2日（木） リフレッシュ事業 京都（北野天満宮 他） 23人 

12月4日（月） つどい（干支押し絵製作） 
西部事務所 

あいあいハウス 
12人 
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12月6日（水） 役員会 ボランティアセンター 5人 

1月17日（水） 役員会 ボランティアセンター 5人 

2月21日（水） 役員会 ボランティアセンター 5人 

3月27日（水） 視察研修会 堺市総合防災センター 19人 

 

 

■ 各種募金活動等の推進 
 

 ・日本赤十字社事業 

   日本赤十字社では、博愛と奉仕の精神に基づき自然災害・紛争・発展途上国の開発協力等の国際活動や福祉 

活動をはじめ、災害救護・救急医療体制の整備・献血運動などの国内活動等を行っていますがこの事業を支え 

る活動資金運動に積極的に取り組みました。 

【赤十字活動資金実績】 

地 区 名 実 績 額  地 区 名 実 績 額 

古市地区 ５３０，１００円 西浦地区 ８６７，２２０円 

高鷲地区 ８０９，１５０円 丹比地区 １７５，９００円 

埴生地区 ３２４，９５０円 羽曳が丘地区       ６４７，９２０円 

駒ケ谷地区 ３３１，０００円   大阪支部扱い １，０４９，３２０円 

合    計 ４，７３５，５６０円 

 

・共同募金運動事業 
 

   共同募金運動を通じて市民の全てが福祉に参加し、社会福祉についての市民の理解と認識を深める「福祉のこころ」 

を培うとともに、社会福祉事業に必要な財源を確保するため共同募金運動に取り組みました。 

【募金会理事会】： 令和６年８月２９日（市長会議室） 

【街頭募金活動】： 令和６年１０月７日 市内主要駅３か所と市内店舗６か所で実施。 

【共同募金実績額】 

戸別(町会) 法 人 学 校 街 頭 職 域 その他 バッジ 実績額 

2,357,617円 75,542円 240,930円 125,761円 26,992円 102,467円 448,500円 3,377,809円 

 

(町会別実績額) 

地 区 名 実 績 額 地 区 名 実 績 額 

古市地区 ４６１，７００円 丹比地区 １１３，９５０円 

高鷲地区   ５７９，４５７円 西浦地区 ３１２，４５０円 

埴生地区 ３１７，２６０円 駒ケ谷地区 １３６，７００円 

羽曳が丘地区 ４１２，３５０円 事務局扱い ２３，７５０円 

合     計 ２，３５７，６１７円 
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【歳末たすけあい運動募金実績額】 

  (町会別実績額) 

地 区 名 実 績 額 地 区 名 実 績 額 

古市地区   ４３４，７００円 丹比地区 １５９，６５０円 

高鷲地区   ５４４，９６０円 西浦地区 ２７３，１５０円 

埴生地区   ３６７，６１０円 駒ケ谷地区 １２２，８００円 

羽曳が丘地区 ３５２，０５０円 事務局扱い ５９８,４７６円 

合     計 ２，８５３，３９６円 

 

※ 「歳末たすけあい運動募金」の募金方法について、協議を重ね令和6年度から民生委員児童委員協議会に 

よる戸別訪問募金活動は終了しました。 

民協会長、副会長会議 令和６年８月８日（ボランテイィアセンター会議室） 

    民協地区長会議  令和６年９月１０日（羽曳野市役所 別館2階研修室） 

※ 配分委員会 令和６年１２月５日（羽曳野市役所 別館2階研修室） 

    配分内容 

 校区福祉員会推進費、子育てサロン運営費、児童養護施設お年玉、サンタクロース訪問 

 （児童養護施設等に会長参加） 他 

 

・献血推進事業 

   献血思想の普及並びにその推進を図ることを目的として、献血推進事業に取り組みました。 
 

   ・献血推進協議会の運営 

     大阪府赤十字血液センターと連携を図り事業の活性化に努めました。 

    

    ・啓発活動 

     市広報紙、社協だより及びホームページに献血日程を掲載し、献血実績の向上を図りました。 

     街頭啓発活動を実施し、献血思想の普及・向上を図りました。 

     羽曳野ライオンズクラブ、羽曳野ロータリークラブと共催開催を実施し多くの協力をいただきました。 

     愛の血液助け合い運動及び大阪府献血推進月間では、庁内及等において献血キャンペーン用 

のポケットティッシュ及び絆創膏を配付しました。 

【献血実績】 

受付人数 採血合計 200ｍｌ採血 400ｍｌ採血 

９５５人 ８２０人 ４２人 ７７８人 

 

・義援金救援金受付及び被災地支援活動 

 

・義援金救援金の受付 

令和６年能登半島地震災害義援金    令和７年３月末現在     ２,１２０,５３３円 

令和６年能登半島大雨災害義援金    令和７年３月末現在       ５１７,６４０円 

大船渡市赤崎町林野火災義演金     令和７年３月末現在       １０,２０１円 

２０２４年台湾東部沖地震救援金    令和７年３月末現在        ２９,５８０円 

ウクライナ人道危機救援金       令和７年３月末現在       ３７,３３０円 

（社協受付分  全額 日本赤十字社大阪府支部に送金）  
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■ 職員研修会 
 

 ・人権研修 

   新規採用職員及び、管理職員を対象にDVDなどによる人権研修会及びハラスメント研修会を開催  

   市及び羽曳野市企業人権連絡会主催の研修会に参加 

 

 

■ 保育園の運営 

 

あおぞら保育園 

 

月別園児数                                          （単位：人） 

※認可定員：１２０人 

 

保育内容 

入園、進級おめでとうの会・家庭訪問・検便(年1回)・検尿検査(年2回)・嘱託医よる健康診断(年2回) 

歯科検診(年1回)・園外保育(年8回）・親子ふれあいサロン(年2回)・懇談会(年2回)・個人懇談・げん 

きフェスタ・にっこりガーデン・プール遊び・七夕まつり・すいか割り・サマーフェスタ・YuZuらんど・ 

防災教室・敬老の日の集い・クリーン活動・芋掘り味覚狩り・おもちつき・クリスマスパーティー・お正 

月あそび・節分・交通安全教室・ハッピーフェスタ・お別れバス遠足・おもいで、ありがとうの会・卒園 

おめでとうの会・食育ランチルーム・三園交流(古市幼稚園・誉田保育園)・ベビーハウス社協との交流（職 

員・園児）・南大阪民間保育園連盟主催(大運動会・サッカー大会)・小学校中学校校庭あそび・図書館体験・ 

身体測定、避難訓練、お誕生日会(毎月1回） 

 

延長保育 

【朝の延長：７時～７時半】                              （単位：人） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

園児数 52 63 54 46 35 58 58 61 51 47 57 54 636 

 

 【夕方の延長：１８時半～１９時】                           （単位：人） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

園児数 32 43 39 43 31 39 37 37 40 39 46 31 157 

 

特別教室の実施 

・英会話教室(ECC)  

・ダンス教室 

※ 3歳児より導入 

 

子育て支援事業 

・育児相談(開園中常時) 

・園庭開放(年11回) 

・子育て支援自主事業 

(年18回 地域の親子と保育士が交流の場を持ち子育て支援を行う) 

月  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

園児数 139 139 139 140 140 137 137 140 140 140 140 140 1,672 
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地域交流 

・ひだまりスポット(園庭開放) 年11回 

・にっこりガーデン 5月 

・サマーフェスタ 7月 

・すいか割り 7月 

・防災教室(地域の親子参加) 11月 

・おもちつき会(地域の親子参加） 12月 

・クリスマス会(地域の親子参加) 12月 

・お正月遊び(地域の親子参加） 1月 

・交通安全教室(地域の親子参加) 2月 

・園児の祖父農園(芋掘り) 10月 

・中川さんの農園(芋掘り) 10月 

・教育実習生受け入れ  8月1人 2月1人 計2人 

・職業体験・ボランティア受け入れ  7月3人 8月3人 10月2人 3月2人 計10人 

 

職員研修 

 ・防火管理者講習 1人（4/23.24） 

 ・暑さ対策セミナー 8人 （5/30オンライン） 

 ・保護者のおかれている環境を理解し共育てを 1人（6/7） 

 ・救急蘇生ＤＶＤによる研修（全職員）（6月） 

・子どもの健口に大切なこと 1人（7/11） 

・特定給食施設において災害時に備え等 1人（7/19） 

・事故防止研修会 1人（7/22） 

・主体性と意欲を育てる乳児保育 1人(7/24)  

・「なんだろう？」「どうする？」「やってみよう」でつながる保育 1人（7/25） 

・「色」「形」「光」遊ぶ 2人(7/30) 

・子ども理解を深める保育アセスメント 2人（8/19） 

・一人ひとりの障害を理解し適切な支援を学ぶ 1人（8/28） 

・遊びを中心とした指導計画・記録・評価 1人 （9/3） 

・食品衛生講習会 1人（9/4） 

・子どもの自尊と自立を育てるこれからの保育 1人（9/17） 

・メンタルヘルス 1人（9/19） 

・ジェンダーLGBTについて 1人（9/24） 

・「幼児期の教育と小学校教育の接続」にかかる研修会 1人（10/2） 

・感染症等講習・演習 1人（10/3.9.23.12/17） 

・中堅キャリアパス 1人（10/8.18.22） 

・保育士栄養士研修 1人（10/18オンライン） 

・リスクマネジメント 1人（10/23） 

・性差の伝え方 1人（11/6） 

・愛着と発達に課題のある親子への支援 1人（11/11） 

・福祉BCP図上訓練 1人（11/27） 

・子ども虐待防止のため 25人(11月オンライン) 

・乳児保育研修 2人（12/4.5） 

・保育士を元気にする 1人（12/6） 

・幼保小の架け橋プログラム事業成果報告会 2人（2/10オンライン） 

・食中毒について 1人(2/25) 

・しあわせネットワーク 2人（3/3） 

・スマイルサポーター報告会 1人（3/12） 



 24 

・キャリアアップ研修(幼児保育) 4人(10月オンライン) 

・キャリアアップ研修(障がい児保育) 1人(9月オンライン) 

・キャリアアップ研修（食育アレルギー） 1人(6月オンライン) 

                    1人(10/7.8.9) 

・キャリアアップ研修(保健衛生) 2人(6月オンライン) 

2人(8月オンライン) 

1人(11月オンライン) 

・キャリアアップ研修(子育て支援)  1人(7月オンライン) 

                  1人(6/6.7/4.9/5.10/17.11/7) 

・人権研修 34人(DVD) 

 

 

ベビーハウス社協  

  

月別園児数                                                           （単位：人）  

月  ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  10月  11月  12月  １月  ２月  ３月  合計  

園児数  120  122   122  122  122  123 124  126  127  127  127  127  1,489 

※認可定員：１２０人  

  

保育内容  

    入園進級式、個人懇談(年２回)、幼児遠足（春・秋）、フリー参観（年２回）、  

ECC（3歳児－年15回（10月～）、4・5歳児－年30回）、ダンス（3・4・5歳児－年30回）、四天王寺大学短期

大学部保育科交流（2 歳児）大運動（5 歳児）、七夕、プール活動（3～5 歳児）、スペシャルサマーデー（5 歳児）、

検便・尿検査（年1回）、内科検診(年２回)、歯科検診（年1回）、運動会（3～5歳児）、あおぞら保育園と交流（5

歳児）、高鷲南幼稚園と交流(5歳児)、クッキー作り（3～5歳児）、クリスマス会、節分、お別れ遠足（5歳児）、ひ

なまつり、ゆめっこの会、卒園式  

※毎月1回お誕生日会、避難訓練、身体測定  

   

延長保育  

【朝の延長：７時～７時半】                                              （単位：人）  

月  ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  10月  11月  12月  １月  ２月  ３月  合計  

園児数  42 53 47  50 40  35  62 48  49 53  55  63 597  

 

【夕方の延長：１８時半～１９時】                                         （単位：人）  

月  ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  10月  11月  12月  １月  ２月  ３月  合計  

園児数  23 20   18 30  24  23 30  31  31  26  34  36 326 
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一時保育  

７時～20時  

月別園児数                                                                            （単位：人）  

月  ４月  ５月  ６月  7月  ８月  ９月  10月  11月  12月  １月  ２月  ３月  合計  

羽曳野市

内の園児

数 

185  167  200  219  174  174  209    195    227     207  211  210  2,378  

他市町村

の園児数  0  0  0  0  0  2 5 7  7  7 1  3 32 

  

   子育て支援事業  

    ・園庭開放（ベビっこひろば）（年8回）  

    ・子育てサロン（年8回）：たかなんサロンへの保育士派遣  

    ・育児等相談  

      

地域貢献支援事業  

・物資の支援（2回） 

     

地域交流  

    ・IBU四天王寺大学短期大学部保育科造形授業（２回生）  5/28 

 ・高鷲南小学校２年生「まちたんけん学習」    １０名  11/20 

・高鷲南中学校１年生「地域学習」  ４名  11/21  

・教育実習生の受け入れ    計5名  

              関西女子短期大学     保育科     ２名    ２年 7/29～8/8 

四天王寺短期大学保育部 保育科  １名  ２年 8/26～9/5 

    四天王寺短期大学保育部 保育科  １名  ２年 9/5～9/17 

    四天王寺短期大学保育部 保育科  １名  １年 2/3～5・2/17～25 

 

職員研修  

保育士研修  

・危機管理危機対応研修 6名(4/19)・7名(4/23)・10名（4/26）・13名（5/10） 

・キャリアアップ研修（乳児保育）（eラ-ニング）   1名（5/7～・7/6）     

                            1名（5/13 ～・7/27） 

                            1名（5/8～・8/31） 

                            3名（7/16～8/30） 

・キャリアアップ研修（幼児保育）（eラ-ニング） 1名（5/8～・7/27） 

・地域貢献支援員養成研修  １名（5/30・6/14・7/1・7/17・7/30・9/2・9/13・9/25） 

・保護者支援・子育て支援連続講座          １名（6/6・7/4・9/5・10/17・11/7） 

・健康と安全研修会                  1名（6/7） 

・救急蘇生ＤＶＤによる研修             全職員（6/10・13・14・15・17・18・22）  

・感染症・食中毒予防対策講習会（動画視聴型）         3名(6/21) 

・事故防止研修                                       1名（7/22）  

・子ども理解を深める保育アセスメント          2名（8/19） 

・保育事例研修会（男性保育士研修会）          1名（8/22） 
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・子どもがまんなかの保育                1 名（9/30） 

・キャリアアップ研修（食育・アレルギー対応）           1名（10/７～9） 

          （食育・アレルギー対応）(eラ-ニング)    2名（10/22～・11/7） 

                                 1名（11/18～・1/26） 

・「幼児期の教育と小学校教育の接続」にかかる研修会    1名（10/2） 

・実地訓練からBCPを学び直す 施設・事業所を 

 守るための体験型研修                      1名（10/25） 

・保育園・こども園職員研修                    2名（11/7） 

・第２回集団指導者養成教室                    1 名（11/8） 

・キャリアアップ研修（保護者・子育て支援）(eラ-ニング)   2名（11/11～12/27） 

・キャリアアップ研修（マネジメント）(eラ-ニング)       1 名（11/15～・12/8） 

・子どもと豊かなコミュニケーションを築く 

           ～インリアルアプローチ～           1名（12/18） 

・子ども・大人どちらも主体的に～育ち合う力を尊重して～    2名（12/9） 

・感染症・食中毒予防対策講習会（動画視聴型）              21名（11/11～1/10） 

・大阪府発達障がい児支援のための保育士・幼稚園 

教諭研修 基礎講座（オンデマンド形式）          1名（11/15～1/13） 

・保育士研修会（乳児保育）                 1名（1/24） 

・キャリアアップ研修（障がい児保育）                  1名（2/17・19・21）  

・スマイルサポーターフォローアップ研修           1名（3/12） 

・人権研修(ＤＶＤ)                     30名(3/22・24・25)  

 

 

 


